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う
。
彼
は
十
九
歳
だ
っ
た
。

　

彼
は
以
後
、『
双
葉
集
』
に
独
自
の
見
解
を
次
々
に

発
表
す
る
。
翌
年
三
月
号
に
は
「
農
業
組
織
改
造
に

 
於 
け
る
組
合
中
心
主
義
」
と
い
う
論
文
を
発
表
。
こ

おれ
は
今
村
（
現
今
本
町
・
東
栄
町
）
を
は
じ
め
各
地

の
鶏
卵
出
荷
組
合
の
成
功
に
注
目
し
、
農
業
組
合
を

構
成
し
て
共
同
出
荷
・
共
同
購
入
を
す
す
め
れ
ば
、

農
家
収
入
は
上
が
り
、
生
活
改
善
が
図
れ
る
と
い
う

も
の
だ
っ
た
。
十
年
後
に
は
彼
の
論
が
現
実
の
も
の

と
な
り
、
碧
海
・
安
城
は
「
日
本
デ
ン
マ
ー
ク
」
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
農
業
組
合
は
、
彼
の
集

落
に
は
一
九
一
九
年
（
大
正
八
年
）、安
城
新
田
信
用

販
売
購
買
利
用
組
合
と
い
う
形
で
実
現
し
た
。
双
葉

舎
が
利
用
し
て
い
た
建
物
を
事
務
所
と
し
て
使
い
、

為
次
は
、
そ
の
役
員
と
し
て
三
年
間
無
報
酬
で
働
い

た
と
い
う
。

　

一
九
二
〇
年
（
大
正
九
年
）
七
月
の
町
会
議
員
選

挙
で
、
二
十
六
歳
の
為
次
は
、
安
城
新
田
の
集
落
か

ら
推
さ
れ
、
み
ご
と
に
当
選
し
た
。
以
後
一
九
四
七

年
（
昭
和
二
二
年
）
四
月
、
安
城
町
長
に
当
選
す
る

ま
で
（
三
七
年
五
月
〜
四
〇
年
七
月
を
除
く
）、二
十

三
年
七
か
月
間
、
町
会
議
員
を
勤
め
る
こ
と
に
な
る
。

　

大
見
為
次
が
農
林
学
校
を
卒
業
し
て 
双  
葉 
舎
（
青

ふ
た 
ば

年
会
）
に
入
る
こ
ろ
（
一
九
一
一
年
三
月
）、安
城
新

田
で
は
、
三
年
前
の
町
長
選
挙
の
も
つ
れ
が
原
因
で
、

南
部
と
北
部
に
別
れ
て
争
っ
て
い
た
。
青
年
た
ち
は
、

対
立
を
仲
直
り
さ
せ
ね
ば
と
悩
ん
だ
。
そ
し
て
一
九

一
三
年
（
大
正
二
年
）
八
月
、
双
葉
舎
は
、
青
年
た

ち
に
白
米
を
各
自
二
升
ず
つ
持
っ
て
神
社
に
集
ま
る

よ
う
に
触
れ
を
出
し
た
。
約
四
十
名
が
集
ま
っ
た
。

青
年
が
立
ち
上
が
ら
ね
ば
と
、
だ
れ
も
が
考
え
た
。

だ
が
、
策
が
な
か
っ
た
。

　

こ
の
と
き
、
秘
策
を
提
案
し
た
の
が
為
次
だ
っ
た
。

集
落
の
幹
部
が
和
解
す
る
ま
で
家
に
は
帰
ら
な
い
、

畑
仕
事
に
も
出
な
い
、
社
務
所
に
立
て 
篭 
る
、
と
い

こ
も

う
も
の
だ
っ
た
。
両
派
の
幹
部
か
ら
の
使
者
が
神
社

に 
遣 
ら
れ
、
家
へ
帰
れ
と
説
得
を
試
み
た
が
、
為
次

や

は
、
使
者
と
激
論
し
、
青
年
た
ち
を
激
励
し
た
。
そ

し
て
七
日
目
、
つ
い
に
幹
部
総
退
陣
、
新
人
に
よ
る

集
落
一
体
化
の
報
告
が
届
い
た
。
争
っ
て
い
た
南
部

と
北
部
は
完
全
に
一
体
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の

と
き
か
ら
人
々
の
為
次
を
見
る
目
が
変
わ
っ
た
と
い

　

一
九
二
二
年
（
大
正
一
一
年
）
一
月
、
二
十
八
歳

の
為
次
は
、
碧
海
郡
購
買
販
売
組
合
連
合
会
（
通
称

丸
碧
）
の
専
務
理
事
会
長
に
な
っ
た
。
翌
年
四
月
か

ら
は
安
城
町
農
会
の
総
代
に
就
任
、
安
城
新
田
の
為

次
で
は
な
く
、
安
城
・
碧
海
の
大
見
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。

　

新
田
で
は
一
九
二
二
年
一
一
月
、
為
次
が
中
心
に 

な
っ
て
共
同
経
営
の
機
械
化
農
場
を
設
立
し
た
。
農

地
と
資
本
を
二
十
五
名
が
出
し
合
い
、
国
か
ら
補
助

金
を
得
て
経
営
し
た
。
シ
ー
マ
ー
耕
転
機
を
入
れ
て

十
二
町
歩
か
ら
多
い
と
き
は
二
十
町
歩
余
を
耕
作
し

た
。
稲
作
だ
け
で
な
く 
西
瓜 
、
養
鶏
を
取
り
入
れ
、

す
い
か

 
縄 
な
い
機
を
十
台
入
れ
て
、
わ
ら
工
品
の
出
荷
も
し

な
わて

み
た
。
機
械
化
大
農
経
営
の
試
み
だ
っ
た
の
で
あ

る
。
だ
が
、
こ
れ
は
五
年
間
で
解
散
し
た
。

　

為
次
は
、
一
九
三
一
年
（
昭
和
六
年
）
か
ら
五
一

年
（
同
二
六
年
）
ま
で
（
三
七
年
〜
三
九
年
を
除
く
）

の
十
七
年
三
か
月
間
、
県
議
会
議
員
を
勤
め
て
い
る
。

安
城
農
林
の
卒
業
生
が
全
県
下
に
広
が
る
こ
と
も
あ

っ
て
、
彼
の
人
脈
は
た
ち
ま
ち
広
が
り
、
一
九
四
三

年
一
一
月
か
ら
四
八
年
三
月
ま
で
は
県
農
業
会
専
務

理
事
会
長
、
四
七
年
五
月
か
ら
五
〇
年
八
月
ま
で
の

三
年
八
か
月
は
県
議
会
議
長
を
勤
め
て
い
る
。
こ
の

間
、
彼
は
、
西
加
茂
郡
出
身
の
代
議
士
、
小
林 　
 
の

か
な
え

影
響
を
受
け
る
。
小
林
は
、
夫
人
が
ド
イ
ツ
人
で
あ

る
な
ど
ハ
イ
カ
ラ
な
人
物
で
、
清
潔
な
政
治
家
と
知

ら
れ
、
平
等
・
公
正
・
公
平
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
い

た
。
為
次
は
、
こ
れ
を
受
け
継
ぐ
人
物
と
い
う
。　
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１９３１年（昭和６年）の為次


